[image: image1.png]


[image: image2.bmp]


























妻が指導員であっても


「利益誘導」ではありません
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議会での発言は、その自由を


最大限に保障するのが基本です





議員は、選挙で選ばれた市民多数の代表です。市長が進める市行政をしっかりチェックし、また市民の声や願いを市政に届けるのが、その役目です。


そのため、議会での発言は、最大限、その自由を保障することが基本となっています。





石井「陳謝と発言取消」は


発言の自由を抑圧するもの





　今回の石井議員の「陳謝と発言取消」措置は、議員が市民のために議会で発言する自由を、不当に抑圧するものです。
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倫理委員会が倫理要綱違反





《その１》


倫理委員会は、石井議員の質問が「倫理要綱」にどう違反しているのか、慎重に審査することが、その１番の任務です。ところが、肝心なこの点は何もしていません。結論も出していません。





《その２》


　「違反」だと認定する場合は、議会全員協議会に報告し、その議決により是正措置をとることになっています。この倫理要綱第5条の規定に違反して、勝手に石井議員の「陳謝」と「発言取消」を決め、これを石井議員に強要しました。


　しかも、「本人の申出」という形に仕立てたのです。「自白」偏重で「えん罪事件」を生み出してきた古い警察の手法と、同じ類ではありませんか。











人権をふみにじり名誉を傷つけた不当な措置


池田議長などに日本共産党議員団が抗議しました

















　石井議員から報告を受けた大石のぶお（信生）議員は、事態を重く見て、議会運営委員会を開催して善処するよう、強く求めました。


翌11日の朝、緊急の議会運営委員会が開かれました。しかし、大石議員が求めた正当な理由や根拠を示さないまま、多数決で、本会議での石井議員「陳謝」と「発言取消」を強行したのです。


日本共産党議員団（大石、石井の両議員）は、６月18


日、池田博議長と水野明議会運営委員長、向島春江倫理








　倫理委員会は、「妻が指導員だから利益誘導だ」と頭から決めつけました。しかし「利益誘導」とは、自治法にも倫理要綱にもない規定です。倫理要綱には、「市が発注する請負その他の契約に関し、特定の企業、団体等に有利な取














計らいをしないこと。」とあります。これにも当たりません。


　今回のような「利益誘導」論がまかり通ると、町内会の街路灯設置や電気料の補助引き上げも、議員は発言できないことになります。

















倫理委員会の


会議録をひた隠し


　


６月10日の倫理委員会の審査状況が録音されていて、議会事務局にあります。これを聴きたいと石井議員が申し出たら、拒否されました。


やむをえず、情報公開条例により18日に「開示請求」したところ、池田議長は７月１日、公開しないとの非開示決定を出しました。





「開かれた議会」どころか


古い「秘密主義」です





すでに終わった会議の記録です。審査の対象者本人の公開請求に応じられない理由が、どこにあるのでしょうか。


この「非開示決定」に対して、石井議員は異議の申し立てをしました。すると議長は「陳謝撤回」との交換条件で、異議申立を取り下げてくれ、と言ってきています。こうまでも会議録をひた隠しにするのは、いったい、なぜでしょうか。





委員会委員長に対し、これらの不当な措置に強く抗議するとともに、石井議員の「陳謝」と「発言取消」を撤回し、石井議員に謝罪するよう文書で申し入れました。





池田議長が「陳謝」を撤回すると回答





　最近になって、池田議長から、石井議員の「陳謝」を撤回すると回答してきています。今回のような道理のない、多数による横暴な議会運営をきちんと正し、真に開かれた議会にするため、さらに全力をつくします。
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